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高知県の四万十帯の二枚貝化石 とその生層位
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*

(1980年 8月 1日 受理)

I は じ め に

高知県の四万十帯の軟体動物化石に関する資料は,

近年次第に増加しつつあり,四万十帯の地質時代は,

郭分的あるいは断片的ではあるが,推定することが可

圭となってきた。また,最近特に進歩した微化石によ

る層序区分,特に四万十帯にあっては,放散虫化石に

よって,大型化石とは比較にならない程詳細な地質時
・tの推定が,本帯の相当な部分で可能となってきてい

る。石灰質ナンノ化石,浮遊性有孔虫化石の発見も相

へぎ,数年前では考えられない程の生層位学的に有用
な古生物の資料が得られている。

高知県下の四万十帯の二枚員化石については,高知

く学の甲藤教授の多年にわたる採集標本について,再

検討を加えてきた (甲藤・田代,1978.1979;KATTO

and TASHIRO, 1979)。 一方, 四万十帯の地質図に

ついては, これまで地質時代決定が殆んどできない状

まで行なわれていたため,岩相の違いによる地質区分

が主になっているので,産出した化石による時代区分
と, 岩相区分による地層とが一致しなかったり, ま

た,常識的な層序区分があてはまらない部分が,次々

と見出されてきた。本小論では,これまでに検討した

二枚員化石の四万十帯における層位的位置とさらに,

アンモナイトや放散虫化石などによる地質時代との層

位的関係について考察したので,その概要をのべる。

なお,多年に渡り,高知県四万十帯の解明に,心血を

主いでこられた高知大教授,甲藤次郎博士の還暦にあ

たり,博士の功績を祝福し,こ こに,本小論を奉げる

ものである。

Π 四 万 十 帯 北 帯

高知県の四万十帯の北帯は北方より堂ケ奈路層,半

山層,野々川層,中村層,有岡層と区分されてきた,

しかし, ここでは今回, 甲藤 (1980, 本論集により

再定義された地層名を使用する.

A 西部地域 (高知市以西)
堂ケ奈路層 :いわゆる仏像線の北縁に沿う部分に分

布する粗粒～細粒堆積物 である。 この堂ケ奈 路層に

は,下記の員化石産地がしられる。1)須崎市北東の鯛

ノ川,2)小浜,3)須崎市北方の堂ケ奈路 (3ケ所),

各地点の主要員イヒ石とその員化石から推定される地質

時代について考察する (詳細は甲藤 。田代 1978参照

のこと).

鯛ノリ‖:Eο″′ο′ο″ ″αιs%2220ι Oグ OHTA, Bα たι‐

υ′′′οググ′s cf. ″αgαιο′″sFs OHTA, P″′S′′グs ″α_

gαιοι″sJs OHTA, MιSO`ο″ι″r″′α sp., Cο sιοιy‐

″′″α? sp.

これらの員化石は,いずれも北九州・吉母層 (ネ ォ

コミアン下部)か ら記載された ものであり, Eο″′ο_

′ο″,Pπ′s″ググsは ,九州の川口層, 同海浦層や高知

の領石層,山中の白井層からも知られている。これら

の地層は,いずれも領石統 (高知統)(ネォコミアン)

として知られている.

小浜 :泥岩中 から Pι″ο″ガgο″グα (Pι″ο″″gο‐

″ブα)″ιグ′′びο″″お (YoKOYAMA),Lα′υ′εα″″グα″

′sみ′″ο′″sゲs(YABE Ct NAGAO), Gι″υゴ〃′αメο″‐

レsゴα″αD'ORBICNY,Pル ″ 022りα Sp・ などがでる。

これらは,西南日本外帯の下部白亜系,と くに有田統

(バレミアン～オーテリビアン=ネ オコミアン上部)に

相当する地層から良 く知られているものである.高知

県下の領石層の上位のいわゆる下部物部層群下部(“物

部層", 田代 。他, 1980)か らも P′′″ο″′gο″″α* 高知大学理学部地質学教室
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〔P′″。″′gο″′α)″″″ゴ/ο″πJS, Cι′υJ″グα/ο″‐

"sJα
″′は多産する。おそらく,4ヽ浜の化石は,山中

D石堂層,紀州の有田層や徳島の勝浦層,本県の物部

署に似たファウナであると思われる.しかし, 上記
D2種は生存期間が長く高知県の秩父帯中の白亜系で
ま.ア プチアンまで認められる。

堂ケ奈路 :礫質砂岩あるいは, レンズ状の細粒礫岩

書中から, Pιι″ο″′g∽厖 (Pι′″ο″′♂物滋)cf.

夕
'ι

J′′′/ο″″JS(YoKOYAMA), 4ι 9″ ′́ιιιι″ Sp.,

■″p力 J″ο″ι4(Cι″αιοsι″′0″ )Cfo s″ιみα′グοιο′グ′α
′
NACAO)がでる. HAYAMI and KAWASAWA(19
67)によって記載された堂ケ奈路の化石は,Nι Jιんια

fNι′ιλ′α)″ αιsα″ Oι Oゴ HAYAMI, N。 (N.)力 οι‐

lfr″ sグs HAYAMI Ct KAWASAWA, 4″ 夕λ′″ο″ιι

■″2タカ″″ο″ι′)sαらみα′′ο″ο′″ια (NACAO),P′
`″
ο_

′″Fgο″′α C/P′′″οι′′gο″グα)λοたた́ググοα″α (YEHA―

m)な どがある.三 ケ所の産地からリス トされてい
るが,そのうち 1ケ所は,本文中の産地と一致すると

思われる。

HAYAMI and KAWASAWA(1967)は , その産出
.ヒ石から,アプチアンかまたはアルビアンと考えてい

る。しかし,高知県の秩父帯の下部白亜系では,三角

員やカキ類を産する浅海性の堆積物は “物部層"(ネ
十コミアン_L部)～日比原層下部 (ア プチアン)ま で

で、上部アプチアンからアルビアンと思われる部分は,

長野層 (アプチアンと考えられているが, その時代

■は疑間がある)をのぞけば,ア ンモナイトや、アム

シウムを産する公海性要素の強い堆積物であること,

壼出する三角員は,模式地の P。 (P.)″ι′〃びο″222グ S

よりも殻高が高く,外形は,む しろ P。 (P.)力οカカαが‐

イοα″αに似るが,肋が少なく areaがせまい点では

P.(P。 )′οσ′′亀わ′″グSの 1変種と考えたがよく、

これと同型の三角員は, 日比原層下部 (ア プチアン下

部)か ら産するものに近い.なお,前述の小浜の P.

P.)″ιグ′亀わ″π″Sは , 物部層・石堂層などから
ヨられる横長の模式種に近い形態である.Nιグルια

:N′ Jιルα)″αぉ″″ο″0′ は,態本県の八代層(ア ルビ

アン下部)から記載されているが,本種の生存期間は

HAYAMI and NoDA(1978)に よれば,アプチアン～

アルビアンとされている。また,N″ιルα (Nαι力ια)

あσ力″ι″s′sは 1個の不完全な個体をもとに記載され

ているが,本種は,秩父帯白亜系の 《物部層"か ら産
する大型の 2N7′′′力ια(N`′ιルα)α′αυαに近似する。

以上の点から,おそらく本産地の地層は,アルビア
ンには及ばず,おそらくアプチアン下部～ネォコミア
ン上部であると思われる.

堂ケ奈路層にみられる化石産地を時代の古い方から

列記すると,鯛 ノ川 (ネ ォコミアン下部)・ 4ヽ浜 (ネ

オコミアン上部)・ 堂ケ奈路 (3地点)(ネオコミア
ン上部～アプチアン下部)となり,南方より次第に北

方の仏像線に近づくにつれて若い時代を示しており,

北方上位の層序を示す。堂ケ奈路層には,ま だアルビ

アン～セノマニアンに相当する部分の化石は見出され

ない。 甲藤 。他 (1980)は , 堂ケ奈路層を泥岩勝ち

砂岩泥岩互層の下部層 (A部層), 礫岩層, 石灰岩塊

を爽む砂岩勝ち互層を中部層 (B部層), 黒色頁岩優

勢でやや上方で砂岩勝ちになる上部層 (C部層)の 3

層に区分したが,A部層には鯛ノ川,小浜の産地を含
み,B部層には堂ケ奈路を含んでいる。B部層の化石
産地は概層の下半部にあたり,上半部の石灰岩塊を含

む部分からは,ま だ大型化石を得ていない。石灰岩塊

には,ジ ュラ紀の鳥巣式石灰岩に特徴的な鰤状構造が

みられ,サ ンゴ片やストロマトボーラなども認められ

る。おそらく, この石灰岩は2次堆積物である。秩父

帯における下部白亜系,領石層～物部層,柚 ノ木層,

日比原層下部層までは,比較的に浅い堆積環境を示す

岩相や員化石に卓越する。その時代はオーテリビアン

～アプチアンと考えられている (田代・他, 1980).

この部分に対応するのが,堂ケ奈路層のA部層からB

部層であると思われるが,堂ケ奈路層中には領石層下

半部に特徴的な赤紫色岩がないこと,ネ オコミアン上

部と思われる部分に出現する柚ノ木層下半部独特の汽

水性ファウナが見出せない。また,領石 。柚ノ木層に

多産する大型の植物化石が見出せないことなどから,

おそらく地理的に南側にある堂ケ奈路層は, 秩父帯

下部白亜系下部とは同時異相の関係にあり,後者より

も,よ り沖合近くの汽水～浅海性の堆積環境にあった

と考えた方が自然であり,挟まれる含化石礫岩層と周

囲の岩石の間には明瞭なグレーデングも観察されるの

で,こ れらが秩父帯下部白亜系からのオリストストロ

ームであるとは思えない。

小林(1962)|ま ,北原村甲原 (現在土佐市)から領

石型の汽水性巻員化石を報じているが,その位置は堂

ケ奈路層A部層の東北東延長部にあたる。

半山層 :堂ケ奈路層の南縁にそって帯状に細長く分

布する砂岩優勢な地層群である.本層は,岩相により

A部層, B部層の 2部層に区分できる (甲藤 。他,

A
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1980).A部層*1か らは,大型化石,微化石とも現在

まで報告はない.B部 層からは土佐市浅井, 用石,
新居,高知市の横浜の4地点よリアルビアンを示すア

ンモナイトが報告されている (MATSUMOTO et al,

1956;MATSUMOTO and HIRATA, 1865;甲 藤・

小畠,1973)しかし, 他の二枚員, 微化石の報告は

現段階ではない.このB部層はおそらくアプチアン_L

部～アルビアンを主体とする堆積物である。A部層の

岩相は著じるしいローモンタイト化した砂岩と圧砕さ

れた黒色泥岩の互層であるが,B部層はグレーテング
のよく発達した中粒～細粒砂岩と黒色頁岩の互層で,

まれに赤色岩を伴う。いわゆるタービダイト性堆積物

である。この部分が堂ケ奈路層にみられなかったアル

ビアンの堆積物である点大変興味深い。

秩父帯中のアルビアンの堆積物は, 日比原層の中部

層上部～上部層で代表される.この部分はアンモナイ

ト,イ ノセラムスなどの公海性の員化石に富み,岩相

は,甲部層が黒色泥岩であり,上部層はフリッシュ的

要素の強い泥岩がち, 砂岩, 泥岩細互層 となってい

る。 したがつて,半山層B部層は堂ケ奈路層よりもさ
らに沖合の堆積物であり,一部は海底扇状地を形成す

るような場であったと考えられ,これは秩父帯下部白

亜系下部の汽水・浅海相から下部白亜系上部の公海性

堆積相への移り変わりによく対応している。

四万十帯には,ま だアプチアン上部と思われる部分

(秩父帯ではすでに海進が進行している)が見出せな

ぃ*2.堂ケ奈路層の上部にあたるか,半山層B部層中

に存在するのか,あ るいは半山層A部層がそこにくる

のか今のところ不明である。

須崎層 :本層については甲藤ら(1980)は北方より

A― Dの 4帯に区分した.こ の中でB帯,D帯は,い
わゆるメランジェ層である.こ こで再定義された須崎

層は,A帯に相当する.
本層は半山層B部層に接する部分で,北半部は頁岩

優勢な砂岩と黒色頁岩の互層を示し南半部は殆んど黒

色頁岩から構成される.と くに黒色頁岩部には, しば

しば赤色岩が爽まれるが,チ ャートは存在しない。半

山層に沿う部分から断続的に礫岩層がみられる。本層

からの大型化石は,須崎市樽,土佐市荻岬,土佐市竜

*1甲藤,1980(本論集)ではA部層を新土居層と
改称したので, ここで B部層としたものが半山
層である。
れ 愛媛
曇霜ヂ
島地方では確認されている (寺岡。

崎の 3地点である.本帯の分布上での地理的な位置要

係は,荻岬からはアルビアン上部～セノマニアン下三

を示すアンモナイト (ναrsλα′′″ιs sp.)を産し_

樽からはセノマニアンを示すアンモナイトの他に_

Sο′′πy´ Sp,νιsο″ノι力α sp。 などの二枚員、竜

崎からはセノマニアン中期を示す r″οσ″απαs ar_

εOsιαιπs NACAO et MATSUMOTOを 産する (IF曇

他,1980).荻 岬産のアンモナイトは, 本邦ではセ′

マニアンに多いといわれる (松本,1980)。 また樽よ

り南方に分布する赤色岩からは,須崎,ナベ床,構層

南方において,セ ノマニアンを示すラジオラリアがこ

認されている (平・他,1980).以上の化石の資料r

ら須崎層の地質時代は,セ ノマニアンであり,層序=
には,半山層の上位になる。また,前述の如く半山嗜

とは,整合関係とみてよいのかもしれない.堂ケ奈姜

層での化石産地は,北方上位の関係で配列しているよ

半山層を含めてこの須崎層では,北方下位の層序関F
が認められる.

秩父帯におけるセノマニアンの地層群は,佐川壇I
の宮原層,物部地方の永瀬層,猪佐古層などがある.

宮原層と永瀬層に関する資料は少ないが、最近椿佐=
層についてはかなり詳しい研究がなされてきた (甲●

・他,1980;田代。他,1980).格佐古層は,下ここ

砂岩,中部に砂岩,泥岩,凝灰岩の互層,上部に泥量

層があり,各部から,多 くの示準化石がえられてい
=

が,そのうち,下部の砂岩層はセノマニアン下部～ニ

ェロニアン下部を示し,その主体はセノマニアンです

る。この部分は厚さ約60mの砂岩中に途中欠除するこ

となく,セ ノマニアン下部～セノマニアン上部が存■

する.異常におそい堆積速度である.これに対応すこ

須崎層は,放散虫化石に富む赤色岩,帯緑色ラジオニ

ライトや黒色頁岩の発達が著じるしい。おそらく,■

ノマニアンにおいては,秩父帯,四万十帯ともに陸ぇ

からの供給が不活発な安定した環境を示しているの,
も知れない.これとは逆に,中九州においては御所■

層群,御船層群の厚い汽水～浅海性堆積物があるここ

も興味深い.

横波メランジェ:本層は,甲藤 。他 (1980)によ三

須崎B帯に相当する.メ ランジェについては平・住

(1980)が詳細にその概要をのべているが,メ ランプ

ェ帯から大型化石としては,横波半島の中央雨岸ユ 1

池の浦東方海岸の黒色頁岩中から f″οιι″απ%sr"
ιαι%s NAGAO et MATSUMOTO (セ ノマニアン=

覇

aF

半|

判

久 |
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朝)と同半島西方南岸の黒色頁岩より I″οει″α″
“
s

aFF.α″g′グιαs WooDS(アルビアン上部)が得られ
ている。前者の産地の近くからは,須崎層にもみられ
るクリノイド化石もみられる.おそらく,須 1奇層か,

その相当層からのオリストリスであろう。後者につい

ては,確実なアルビアン上部を示す部分が,堂ケ奈路,

半山,須崎の各層からまだしられていないので,よ く
ar」らないが,化石の周囲の岩相は,須崎層に類似する.

メランジ ェの中に, 陸源性の岩体が混入する過程に

ついては今後さらに調査研究を進める必要がある.

なお,甲藤・他 (1980)で は, この大型化石産出の部

分は,次に述べる下津丼層(須崎C帯 )の一部として取

りあつかったが,周囲の岩相や下津丼層と比較して岩

相が異なるので,こ こでは横波メランジェに含めた.

下津丼層 :本層は, 横波メランジ ェの南側に位置

する。 しかし, メランジ ェは必ずしも連続性はよく

なく, 葉山, 梼原南方荻中付近では認められず, 本

詈は,直接須崎層と断層関係にあるようである。岩相
iま ,須崎層と殆んど同様であるが, 南部で泥岩優勢

で,北部で砂岩優勢である。また,下半部には,凝灰

貫な泥岩がかなり含まれている.本層からの大型化石

iま極めて少なく,現在まで 1個所が知られているのみ

である.筆者は確認していないが,高知県立大手前高
咬教諭川沢氏により採集された.荻中南方の r″οιι‐
rap22″ s cf. ″ωα′ι222′″Sがs NAGAO et MATSUMO‐

Toがある.本種は,本邦の白亜系に広く知られる種
であり,その時代はコニアシアン前期を示す。本層か

らは,数地点でラジオラリア化石が発見されており,

例えば,中央部のユズリハ付近は,コ ニアシアン～サン

トニアン (中世古。他,1979).須崎市野見半島の 3個

所,梼原南方の数地点からはコニアシアン～カンパニ

アン,久礼北方からはコニアシアン～サントニアンを

示すラジオラリアが報告されている (中世古, 1979,

司村,1980).以上のことから,本帯の地質時代は,大

型化石,微化石で判断すれば, コニアシアン～カンパ
ニアンの堆積物と思われる.化石産地の地理的位置か

ら強引に推測すれば,北部がサントニアン～カンパニ
アンで,南部がコニアシアン～サントニアンを示す.

久礼メランジェ:省略

野々川層 :本層は,北半部で砂岩優勢な互層を中心

とし,南半部でやや頁岩勝ちの互層からなる.本層か

ら大型化石は, 窪川町の若井川の I″οι″α″″sπグ‐

んο′″sJs MATSUMOTO,窪 川町の r. απαヵ″sι″sグs

NAGAO et MATSUMOTO, 大正町昭和,津賀の I.

ια′ιJι″s″οyα′Oα″″s NAGAO Ct MATSUMOTO と

同町, 細々のアンモナイト (″α
“
′″′
“
″αs(G″″―

″
`″
グσ′″αs)P sp.)が 知られる.

表層地質図 (甲藤・他 1979)により,こ れらの産地

の位置をたどれば,北半部は砂岩優勢であり,大正町

の ル
"ι
′″α722″ S ι′′ι″

`″
s ιοッα′οα″″S NAGAO Ct

MATSUMOTOの 2産地を含み,南半部はやや泥岩優
勢で,この部分に,南から若井川の I″οε″απ%s722グ‐

力οι″sJs MATSUMOTO窪 り||の I″οιι′απ″s α222αλ
“
‐

s′″sお NAGAO Ct MATSUMOTOが ある。 また,

中央部には,ア ンモナイトの産地が位置する (″α%ι‐

″ノ
`ι
′αs(Gα″″′″グιι″αs)P sp.).

I.α 722αた%S′″sグsは ,九州天草を模式地にしている

が,その分布は広く,九州,四国,紀州,北海道と広

範囲におよび,その時代はサントニアン下部に限定さ

れている。7.(I.)772だん0′びグsも 同様に九州,四国,

北海道と分布し, コニアシアン上部に限られている。

I.ια′ιグιαs ιοyαノοα″″Sは ,紀州の鳥屋城付近が模

式地であるが,本種も西南日本の上部白亜系からは広

く知られるが,その生存期間はやや長く,サ ントニア

ンの最上部付近からカンパニアンの中期までに出現す

る.ア ンモナイト″α″′″づε′″αs sp.は九州や北海道

のサントニアン上部～カンパニアン下部付近に出現す

る種に近似するが,標本の保存が悪いので,種までの

同定は困難である。しかし,野 々川層の広大な分布か

ら,このわずかな大型化石をたよりに層序をのべるこ

とは大変危険なことであるが,本層が,おそらくコニ

アシアンからカンパニアンの範囲内にあることは推定

できる。ところが,最近大正町付近を中心に,四万十

川沿いに本層の ラジオラリア化石の検討を進めた結

果,10数力所からサントニアンからカンパニアンが確

認され, この結果は大型化石からの推測と矛盾しない

(四万十帯のラジオラリアについての詳細は,岡村,

1980参照のこと).

興津メランジェ:省略.

中村層 :こ こでのべる中村層は,甲藤 (1961)によ

る中村層の模式地付近を示しており,その他の地域の

中村層, あるいは中村相当層とは必ずしも一致しな

い.
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本層は大きくA・ B・ Cの 3部層に区分できる,

C部層は, 興津 メランジェとおそらく断層関係であ

る。一般に砂岩優勢で,北方ほどその傾向が強い.ラ
ジオラリアの資料ではカンパニアン上部を示してい

る。B部層は砂岩,黒色頁岩の互層であり,B部層の

略中央部から,サ ントニアン後期～カンパニアン前期

を予測されるアンモナイト (松本,1980)がでてい

る.A部層は,黒色頁岩優勢な部分で,数力所の地点
からコニアシアン～サントニアンを示すラジオラリア

がでている。本論文の主題である二枚貝類は,まだ発

見できない.この中村層の西方延長部では,次にのベ

る有岡層との地理的位置関係から判断すれば,愛媛県

城辺町の 1本松からは,NACAI et al(1762),NoDA

(1974)により r″οιι′α″″sSんπ′′ιグMIcHELL,

I″οει′απ πs y″αSα″ NoDA, I″ Oιι″α″ αS ιαι′グιzs

cf.″οyαノοαηαS NAGAO Ct MATSUMOTOな ど が

報じられている。この部分はおそらく中村層B部層に

相当する可能性がある.中村層は上記の野々川層と同

様な北方上位の層位関係を示している.

有岡層 :本層は,四万十帯北帯の最南部に位置する.

北側の中村層とは断層関係である。本層は, シル ト岩

を主とするA部層と黒色頁岩を主とし,石灰岩レンズ

を伴うB部層とに大別できる。本層の最南部付近から

I″οε′″απ ″s力″″J27Zグ
`″
Sゴs NAGAO Ct MATUMOTO

をはじめとする大型化石を産することは,古 くより知

られていた (ノ 木`, 1899;NAGAO and MATSUM‐

oTo,1940;江 原,1921;甲藤,1961;田中,1979
:甲藤・ 田代,1980)が, その他にも, 本層中から

は多 くの化石産地が知 られている.

この国見の産地はここでのべるA部層の上部に位置

する。

各産地からの主要二枚貝化石は次の通 りであるが ,

詳細は甲藤 。田代 (1980)を参照 されたい。

宿毛市手代岡 4ε″′
`′

(T″z″σαιJ′α)sp.aff.A.

(7.)sカル2οノゲ″ιπSグs TASHIRO, Tカ ノαsゲ″α n.

sp., I″οει″α夕π″S n. Sp., Pα ″υα″%ssガ %滋 Sp.,

Pι′グ́′ο222yα ″αgαοJ IcHIKAWA et MAEDA.

国見  N“
“
仰 グsι′
“
g″
“
s α222αた″Sι″sJs TA‐

SHIRO et OTsuKA, I″ 0`′″α″
“
S Cf. gο′″‐

ノ%ss′ D'ORBICNY, I″ Oι′″απ″SSん′たοια″ι″sプs

NAGAO et MATSUMOTO,  I″ οι′″α222 αS た
“

‐

″′″グι″s′s NACAO and MATSUMOTO, I″οει_

′α″″SらαιιJε
“
s ια′ιJ`“ s BёHM,

鹿島 ryα Sグ″α n.sp.,Iz″πグσα″ググα Cf。 ά′T`

ICHIKAWA et MAEDA, P′ ′′́′οπyα ″αgαα

ICHIKAWA et MAEDA, Myι ′′%s sp. a屁

r″。ι′″απ″s2αωα′ι″ι″s′S MATSUMOTO n

S.,

江ノオ寸 ル οιι″α″πsらα′′グιαs BёHM, I″οrer`_

π″s gο′グs“ ss′ D'ORBICNY, Nα″0″αυJs ar‐

″gαιzs απαた″sι″sグS TASHIRO et OTsu【 L

磯 ノリ|I N“″αυグs afF. ′′ο″gαι″s ι′ο″gar●」

(NACAO et OTATUME).

大道坂 Йε′′α(T″″″εαιグ′α)ar.メ。sみグ″α′TA
SHIRO et OTsuKA, Pα ″υαπzssι %″e Sp., P←

″J´′ο222ノα″αgαο″ICHIKAWA et MAEDん

本城山 Nα″ο″αυJs ι′οπgαιzs απαたπS`″ s′sT_4

SHIRO et OTsuKA, I″ Oι′″απ %S Cf. υα中●

″ι″ ′ MEEK Ct HAIDEN, I″ Oι′′απαS SL‐

力οια″ι″sゲs NACAO et MATSUMOTO, I″ ●rr

′α″ ″S た″″′722グι″S′s NACAO et MATSt―

TO

平野 Nα″ο″αυグsι′ο″gαι″s α″αた%Sιπs″sT■

SHIRO et OTsuKへ   Pα″υα″αssづ
“
π a■

y″らα″′″sグ∫YABE et NACA0

三増彗 r″οει″α″
“
S ια′ι″ιπs らα′ιグι%s BO肛

Nα″οοαυグs′′ο″gα′%s α722αた″S`″ s″s TASH口巨

ct OTSUKA.

影地  Apん″ο″″″α cf. ′zππ′πsJs lcHIKAWA●

MAEDA

佐 田 A´力″ο′J″α Cf. グz″π′″sガs lcHIKAWA C

MAEDA

ノ` 宗 田  f″ο
“
′α′″αs Cf. レι

“
α′α″バ  MATSr―

MOTO, SO′′22ιyα sp.

員石  4″′α (T″″″εαε〃α)cf. yο sλづ′αブ T■

SHIRO et OTsuKA

この他にも多くの頭足類化石産地が知られるが。こ

こでは省略する.

これらの産地と産出化石の種類によって まとめ
=

と,次のようになる.

A.イ ノセラムスとナノナビスが特徴的

国見,江ノ村,本城山,平野,二宮

B.ペ リプロミア・ タイアシラ・アンモナイト

千代岡,鹿島,大道坂,影地,佐田,高石

C.ア ンモナイト・イノセラムス他

磯ノ川,八宗田

上記の二枚員の中で,多産する Nα″ο″αυグs rre
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gαι″s α222αル Sι″sグsは, 天草の白亜系の最上部層
(マ ストリヒシアン)か ら記載されている (TASHI・
RO and OTsuKA,1980).最 近,筆者は本亜種に同定

される標本を和泉層群 (マ ストリヒシアン)や根室層

群 (マ ストリヒシアン)からも確認している.ま た,
Nα″ο″αυグsι′ο″gαι%sι′ο″gα″%s, I″ο

`ι
″απ″S力ι‐

ιο″αグα″%s,P′″わ′οπyα ″αgαοゴは, 函渕砂岩層

(上部マストリヒシアン)か らでている (NAGAO
and OTATUME,1937),そ の他に 4´んο″ο′ブηαグz″ _

″′″s′s,Pι″′́′ο″ノα″αgα O′ ,Iz″″グια′″グα ά″υα

は,いずれも和泉層群や根室層群,函渕層群のマスト

リヒシアンに特徴的なものである.ま た,多産するイ

ノセラムス化石については野田 (1980), 頭足類につ

いては松本 (1980)の詳細な再検討があり,いずれも
二枚員によるデーターと矛盾しない.

これらの産地を地図上にプロットすると,Aの産地
群はA部層に, B,Cの産地群はB部層に位置するの
で, 有岡層のA部層は イノセラムスによるデーター

を加味すれば,カ ンパニアン最上部～マストリヒシア

ン, B部層はマストリヒシアン上部が くるようであ

る。また,最近得られた頭足類化石産地 (高石,キガ
ル山,野地,岩田,樺)な どは,いずれもB部層にあ
り,その時代は二枚貝化石と全く矛盲しない。
A部層の下半部には,著 じるしいスランプ構造をと

もなうシル ト岩があるが,最近,高知大学生嶋村清は,

この中の黒色頁岩から多くの放散虫化石を見出してい

る。この中には,白亜紀型にまじって数種の暁新世型
の放散虫が検出されている.しかし,この上位 (A部層

の上半部)や B部層からは,ア ンモナイトやイノセラ
ムスが産出しているので,この部分が,すでに暁新世に

はいっていると考えるのは無理かもしれない。またB

部層の化石二枚員の中で,巨大なタイアシラが得られ

るが,こ れについては,甲藤 。田代 (1980)で ,すでに

のべた如く,白亜系のタイアシラは一般に小型である

のに対し,ダニアン以降に知られる大型タイアシラが
出現している事などを考え合わせると,白亜系,古第
二系の境界が, この付近に存在する可能性は充分にあ

り,さ らに詳細な他方面からの地質調査が必要である。

宿毛市の白亜系化石産地の中で,前述のリストにな
い坂本から|ま , I. ια′′′のs ιοy″οα″あ, I.  sp.
afF.らたο″sι

“
α%sがでる。 この産地は有岡層B部

層の 1群の産地よりはるかに北方に位置しており,そ
の時代はおそらくカンパニアン後期と推定される。こ

の坂本の産地は詳細な地質調査を実施していないので

推定の域をでないが,おそらく有岡層より北方の中・

層のB部層付近に位置するのではないかと思われる。

また,走向方向に西へ廷長すれば位置的には愛媛の :

本松の北方カンパニアン上部の部分と結ばれるよう=
ある。

B 東 部 地 域  (高知市以東)
高知市以東の東部地域の 白亜系 四万十帯 について

は,現段階では,西部地域との対比が充分でない.=
た,大型化石の産出は,現在,仏像構造線近くの上菫

層 (旧 , 堂ケ奈路相当層, あるいは堂ケ奈路層上三

層)である。化石産地は,高知県香美郡香我美町上髭

の県道上の二地点である:

上組 (A):黒色泥岩中から高知大学生青木隆弘 二
より,I″οιι″α″″S(コИyι J′οJ′′s)″ yιガ′οググ′s ML

NTELL.,I.(M.)′αら″α′″s scHLOTHEM,I。 (■f.

sπらんι″ry″グεα SEITZ, f. Jαι″s WooDS, N″
`ご`

(N″ε%′α)cf. απα″0″ TASHIRO,Pα″υα″″s`Fa"

y″みα′ι″sJs(YABE et NACAO)の 密集層が発見
=

れた (甲藤 。田代・青木, 1980)こ れらの員化I=

示す地質時代は,おそらくチュロニアン下部と思マ,「

る。また,本産地からは,チ ュロニアンを示す浮主ヽ

有子L虫も発見されており,その示す時代は大型化I二

よる推定と矛盾しない (高柳, 1980).な お,本姜

からリス トされた イノセラムス 4種は KAUFFユ゛

(1978)|こよって uppermost Ccnomanian i′

Lower Turonianを細分した形態を全て含んでlヽ 三

ようであり, これらが 1個所の産地にコンデンスき「
ている点,古生物学的に大変興味あるものである.

上組 (B):こ の産地は, Aよ りわずかに約3“h
西側の地点で層厚にして約 20m?上位に位置すらニ
色頁岩である.現在,認められる化石は,I″οι′ra～

(f″οσ′′α222“ S)ι′sん Jοι″sJs NACAO Ct MAヽ

MoToのみである.I.(I.)ιιsみゴοι″sグsの産出i=_

本産地が upper Turonianであることを示して

る。

また同産地 (B)近 くの甲藤教授採集 (1961ジ r

イノセラムス標本中には, I″οιι″α″%S πJ力
…

と思われるものが存在する.したが って少な くこ

も,こ の上組層の化石産地付近は,上記と合せ考え7

ば,セ ノマニアン最上部付近からコニアシアン上三百

では存在すると考えてよく, また I.221グみOι″si●
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高知県の四万十帯の二枚員化石とその生層位

I.ιιsカグοι″sグsの産地付近より上位には, まだかな

りの量の堆積物が,仏像線下まで続いているので,上

組層はセノマニアン上部からコニアシアン上部よりも

さらに上位までを示すと思われる.秩父帯中の椿佐古

層では,極端に堆積速度の低い部分が存在することを

先にのべたが, 略同時代の上組層でもわずか数10m

の範囲内で, これらの部分の化石が集中して産するこ

とは興味深い.橋本 (1968)|こよる日高層群A累層,

両角 (1971)による寺址層が,こ の上組層に対比さ

れる可能性は充分である。

上組層も,堂ケ奈路層同様に,北方上位の層序を示

している.上組層は南側はおそらく断層関係で堂ケ奈

路層の中部に極めてよく似た岩相 (例えば砂岩・泥岩

を主とし,石灰岩の岩体を含み, しばしばレンズ状の

礫岩層が発達している)と接している.今回,本層を

堂ケ奈路層から区別したのは,堂ケ奈路のネオコミア
ン～アプチアンを示す時代に対し,上組層は,それよ

りもかなり上位の時代を示しており,その間,アプチ

アン上部～セノマニアン中部付近までが欠除している

ということであり,東部地域では下位の堂ケ奈路類似
層とは断層関係にあると思われたからである。また,

この欠除した部分に相当する堆積物が, タービタイト

署を主体とする半山層B部層と須崎層であることも興

味深い.

上組層以南には,堂ケ奈路相当層,半山,須崎相当
層,月 見山。手結メランジェと順に分布しているがま

だ大型化石の報告はない.

小林 (1962)に よれば, 上組から, 物部川あるい

は領石統相当の三角員砂岩が得られている。おそらく

上組層の南側に分布する堂ケ奈路相当層からの産出で

あろう (記載はされていない)。 なお, り|1沢氏によれ

ば,小林による上組 (う ぐみ)は,高知市以西の堂ケ
奈路層の模式地付近の地名ではないかとされている.

皿 他地域の四万十帯自亜系との比較

高知県以外で,四万十帯北帯の白亜系化石の産出の

ある地域との比較をこころみると次の様になる.

紀州の仏像線に隣接した四万十帯日高川層群の寺址

層,湯ノ川層,A累層群 (橋本1968)な どに大型化石
の報告がある。 寺址層からは I″οι′″α″%S α 222α力″‐
s`″ sグsの報告 (両角1971)があり, その南方の A
累層群からは I″οε

`″
απαS′αι′α′″s, Nα″0″αυJs

sαιんα′グ″′″sJsの報告がある (橋本,1980)。 これら

は,おそらく上組層に相当する可能性がある.ま た,

湯ノリ|1層からは, P′ Jια″z″α, Spοググルs, 4″んグο_

グο″′αなどが記載されている (NAKAZAWA et al,

1978)。 これらの貝化石は, 堂ケ奈路層中部 (B部

層)の ものと類似する。四国では,徳島県野 尻々付近
の仏像線近くから,汽水～浅海性の貝化石が報告され

ている (東明,1958).筆者の観察では,岩相とその

化石は,堂ケ奈路層中部と似ていると思う.ま た,愛

媛県宇和島市付近に発達する宇和島層群からは数多く

の軟体動物化石が得られている (棚部,1972;中野,

1964).棚部による詳細な地図, 及び産出化石から

コニアシアン～カンパニアン下部が確認されている.

この宇和島層群の南方の北灘層からは, NAKAI and

HADA(1966)に より,アプチアンのアンモナイトが

報告されている.宇和島層群北方の仏像線近くでは,

本地域の須崎層に似た黒色頁岩,赤色泥岩層が発達し

ていて,ま た同様の海百合化石も得られる.宇和島層

群の分布を走向方向に地理的に廷長すれば,本地域の

下津丼層に相当する位置にあるけれども,下津丼層に

は宇和島層群にみられるような豊富な貝化石層は存在

しない。しかし,下津丼層が陸源性の海溝斜面近くの

タービダイト堆積物であるとすれば,当然当時の陸棚

における堆積物がどこかに存在していいことになり,

位置的には宇和島層群*がそれに相当するのかも知れ

ない.九州の四万十帯の白亜系は,鹿児島県池田湖付

近 (川辺郡川辺町野間)に ,浦河統貝化石の報告があ

る (松本 。他,1974).し かし,九州では,概要の四

万十帯での層序的な位置関係が,判 らないので,本地

域と比較できない。

Ⅳ 秩父帯中の自亜系との比較

秩父帯中の白亜系と四万十帯白亜系の関係について

は各層ごとに,こ れまでの文中にふれたが,こ こでそ

れらを整理すると次のようになる.

秩父帯では下部白亜系は,下位から領石,物部,柚

ノ木, 日比原層と重畳している。 (田代。他,1980),

領石層は,陸成～汽水性堆積物であり,これは産出化

*宇和島層群には, コニアシアン～サントニアンま
での貝化石の報告がある (棚部,1972;寺岡他,
1980)。 しかし,最近 (本論脱稿後)宇和島の水
野岩根氏ら採集の員化石中に,カ ンパニアン後期
を示すと思われる標本が多数見出された (水野,

西田,M.s).時代的にも下津丼層同様に層ニア
シアン～上部カンパニアンまでが存在すると思わ

れる.
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石の共通性から,堂ケ奈路層A部層下半部に対比でき

るようである。物部層は,浅海性二枚員で特徴づけら

れるが,堂ケ奈路層A部層上半部の化石と共通する.

柚ノ木層から日比原層の下部までは,柚 ノ木層上部に

わずかに公海性の堆積物を爽むが,あ とは汽水性～浅

海性の員化石で特徴づけられていて,浅海性貝化石は

堂ケ奈路層B部層から産する員化石と共通する。した

がって,堂ケ奈路層A部層・ B部層までは,岩相・産
出化石からも秩父帯下部白亜系下半部に対比できる.

砂岩優勢な タービダイト層を主体とする半山層B帯

は,時代的には,秩父帯の下部白亜系の中では最も公

海性の強い日比原層の中。上部 (アプチアン上部～ア

ルビアン上部)に対比される.

秩父帯中の上部白亜系 (外和泉層群)は下部白亜系
には直接重ならず,両者が接する部分では断層関係で

ある (田代。他,1980).時代が不明確な萩野層や船
谷層を除けば,永瀬層はセノマニアン,椿佐古層はセ

ノマニアンからサントニアンで上部はカンパニアンま

でのびる可能性がある。セノマニアンに相当する部分

は,永瀬層,椿佐古層とも一般に砂岩優勢で,比較的
に堆積速度が小さく,公海・浅海性の員化石が,はき

よせ状に密集して産する.時代的には, この部分が,
須崎層に対応する.チ ュロニアンに相当する部分は,

猪佐古層の中部付近にあたり,極端に堆積速度が小さ
い部分で, ここには多数の凝灰岩層が爽まれ,岩相は
砂岩・頁岩の互層である。この部分に対比されるのが

東部地域の上組層にあたる。また,椿佐古層ではコニ

アシアンからサントニアンまでは泥岩を主として,カ
ンパニアン下部 ?で砂岩が多くなる。四万十帯の大半

を構成する下津丼層,野 々川層,中村層がこれに対比
され,上方粗粒化の堆積を示す点でもよく似ている。
有岡層に対比されるマストリヒシアンを主とする堆

積物は,秩父帯には未だ報告されていない.

V 四万十帯南帯の古第二系化石

高知県下の四万十帯南帯の員化石は,室戸地方では
室戸半島層群・菜生層群の両方から知られるが,四十

寺山層をのぞけば,その産出は極めて少ない.西部地

域の足招,宿毛地方では,三崎層群,平田層,竜ケ迫
層などから知られている.

A 東部地域
室戸半島層群

奈半利川層

高知県東部地域の第二系は,室戸半島層群として 1
括されている。その中で,Jヒ側に分布し,白亜系と接す

る大山岬層からは,最近始新世のラジオラリアが検に

された (平・他,1980).し かし,大型化石の報告は皆
=

である.本層群の中部に位置する奈半利川層からはな

干の二枚員化石が知られている(KATTO and TASHl‐

RO,1979).高 知県 安芸郡北川村 1奇山の黒色頁岩え́

らは, 4`ガ′α (7′″″εα
`グ

′α) ″ιιJsα  (CoNRAD)_

Pο″″′α″′′α (Pο″″′α″ググα) ″αλα″Jι7tsガ s KATTO
et TASHIRO, Pα ″υα222″SSル 77Z ノ″0″ιJ(OMoRI
などが散点的にでる。両殻を とじたま のゝ標本も主

る。Pα″υα″″ssJ″ 222レοπιノは, 九州の古第二系ス

草炭田の教良木層坂瀬川層の黒色頁岩から産する。人

草炭田の基底部は最近,始新出中期の初期であるここ

が,石灰質ナンノ化石により決定された (田 代。他.

1979).教良木層や坂瀬川層は,その上位にあるので

始新世中期以降の堆積物であろう。なお, 坂瀬川唾

は,底棲有子L虫のデーターからは始新世後期から漸手

世初期と考えられている (FuKUTA, 1962)。  また
4ε J′α (7″″″εα

`〃
α)グ′ιJsα は,本邦には他に報告

はないが,カ リフォルニア付近の始新世に数多く報告

されている。

また,北川村加茂の黒色頁岩からは C″αssαι′′/2
(Eπ
`″
αssα″ι″α)″″ ό″′″S′S YoKOYAMAがでて

いる.こ の標本は両殻を閉じたもので,表面はかな・

すれてはいるが本種の特徴はよく残されている.本青

は,衆知の如く九州の天草炭田,三池炭田の始新世オ‐

らも知られるもので,天草では教良木層の上部やそこ

上位の砥石層,一町田砂岩層からでている (NACAα
1928, 松下, 1949).

以上のように,北川村崎山,加茂付近の黒色泥岩唇
は,始新世中期の堆積物であると考えられる.奈半れ
川層からは,甲藤 。他 (1979)の始新世中期の石灰質

ナンノ化石の報告がある。その産地は,崎山,加茂を

走向方向へ略北東にのばした室戸半島東岸部から得ら

れている.ま た,平・他 (1980)によるラジオラリア

も数力所から得られているが,いずれも暁新世～始若

世を示すものである.奈半利川層は, 甲藤 (1969)
も指摘しているように,一般に北方上位の構造を示し

ているが,産出するラジォラリア化石も員化石産地の

崎山,加茂よりも南方に分布する泥岩から,暁新世～

始新世中期の群集が得られている.

室戸層
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高知県の四万十帯の二枚員化石とその生層位

ここで述べる室戸層は, 今回甲藤 (1980, 本論集
コ)に再定義したものにしたがっている.従来の室戸

薔の北半部に相当し,南半部は,菜生層群として定義
されている。

室戸層からの二枚員化石は, 室戸市 西ノ川の黒色

モ岩中から, 高知大学生に よって得られた N%`%′α

ια″ε′グ″″σ″′α)cf. 72グ zι″ι″s″S NAcAO(KATTO

and TASHIRO,1979)の みである。N.(L.)あたι‐

■
“
sJsは, 九州の漸新世から記載されているが,天

=の
始新世教良木層からも産する。したがって,本層

D地質時代が,始新世～漸新世付近であろうというこ

こしか判らない。

菜生層群

津日層

津呂層 からの大型化石は, 現在までに次の 3種の

記載がある Sο′′π夕α″″″οιοιπSグS KoBAYASHI,

P′ο″ απ″SS′″π π %″0′ 0′″sJs KATTO et TASHI‐

■o、 7′″′″グια″α′α (s.1.)sp.(KATTO and TA―

ヨ IRO, 1979).

しかしながら, いずれの化石も菜生層群の地質時

tの決定には役不足の標本ばかりである.その中で
P“″α″αSSル /Paは, 始新世にはまだ出現しておら

ず,(教良木層から1個体の本属に所属すると思われ

=標
本が知られている,大塚1976).少 なくとも始新
士よりも若いという事は云えると思う.

また, ラジオラリアや有子L虫の検出の結果でも,

ま層からは中新世を示すものが知られる (平 。他,

1980;SAITO, 1980;と もに本論集)菜生層群の分
考域内に, 比較的二枚員を多産する露頭が, 室戸岬

よりやや北方の奈良師に知られている (川添 。他,

1973).筆者は砂岩中から数個体のベネリカーデアを

兵集したが,小型で肋がつまったものと,やや大きく

彎が低く肋の数が少ない2つの型があり, 前者は,

1‐

“
ι″グεα″″びα(yι″ι″J`α″″)′″α″αα′たα YoKOYA‐

mに 似ている。後者はおそらく新種と思われる (後
述の竜ケ迫層産の種と同種と考えている).

B 西部地域
幡多層群

平田層

白亜系の有岡層に接して,その南西に分布する平田

■からは,二枚員化石が比較的多産することで知られ
ている (甲藤,1961).最近追加された宿毛市森の標

本と甲藤教授採集の同地の標本中には次のような二枚

員化石がある.

yι″′″グεα′″グα sp., ar, 7。 (y.2)″α″グα′εα

YoKOYAMA
7ι″′″グσα″″グαn. sp.

Crα ssαι′′ια sp.

P力απ%s afF. ′z%″οι″s′s(YoKOYAMA)
この他にも宿毛市寺山,中津尾,平野などの産地が

ある。平田層の二枚員化石は主に砂岩から産し,産状

は散点的で,両殻を閉じた標本も多い.こ れらの化石
の中で最も多いのがベネリカーデアである.幼型で
は,yι″′″′ια″ググα″α″′αグεαに似て,成長型では,

表面の肋の配置や数は y.(y′π′″グια″)覆″ο″グια

に,外型はア.s%ι″グタタο″グσα に似た種と,横長で卵

型をした,肋の低い,肋数も少ない種の 2種がみとめ

られる。この 2種は,各々室戸地方の奈良志の標本に

近似する。Pみαχ%sた %2220ι″S″Sは漸新世～中新世に

多いとされているが筆者は,九州宇土半島の白岳砂岩

層 (始新世中期)から本種を採集したことがある。

これから, 本層の 時代を決定するには困難である

が,始新世中期～漸新世を示していると思われる。平

田層からは,大型化石以外では,石灰質ナンノ化石が

1地点,検出されており,その結果では始新世の範囲

にある (岡田・岡村,1980).

竜ケ迫層

本層から産する化石の産状は,おそらくスランプ堆

積物と思われるシル ト岩塊から産する。しかし,マ ト

リックスの泥岩にも稀ではあるが,岩塊中の化石と同

じ物が得られるので,両者の間の時間的な差異は殆ん

どないと考えてよいと思われる。甲藤教授採集標本に

加え,今回多数の標本を高知大平朝彦および学生渡辺

聡らと共に採集することができた。アシラ,ポー トラ

ンデア,ル シノマ,ベ ネリカーデアなどであり,ポー

トランデアや アシラは周囲の マ トリックスからも出

る.こ のうち,ベネリカーデアは,平田層や室戸地方

の奈良師から得た新型の標本とおそらく同種である.

アシラは漸新世の 4ιガ′απグ″αらグ″Jsに ,ポ ー トラン

デアは同じく中新世の Pο′″′α″′′α ωαιαsιグに似て

いるが, まだ古生物学的詳細な研究は行なっていな

い。本層は,おそらく平田層との時間的な差は余りな

かったと思われるが,平 田層の浅海性員化石に対し,

本層はより沖合の環境を示す化石を産する点興味深

い.
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田ノロ層

白亜系有岡層の分布域の最東端で,有岡層とは断層

関係で接する。甲藤 (1961)は , 岩相の類似から室

戸層群の大山岬層に対比している。本層に挟まれる7f

灰岩レンズからツリテラ様の巻員化石がでている.本

巻員と同種と思われるものは,宿毛市久礼ノ川の石灰

岩レンズ中にも産する (後述 ).

最近,高知大学生嶋付清は,中村市南方の本層の北

端部の黒色泥岩から,始新世中期を示すラジォラリア

群集を検出した.

来栖野層

本層は,田 ノロ層と東方では断層関係で,西方では

有岡層と断層関係で接する。本層の分布は,足招半島

北半部の殆んどをしめる広大なもので, この来IIh野 層

は,は じめ須崎層と考えられていたが (町1藤 ,1961),

その後, 甲藤 。三井 (1976)に より白亜系から区別

されたものである。また宿毛市の本層について,田 中

(1978)は , 弘見帯と呼んでいる。 来栖野層の岩相

の詳細は平 。他 (1980)|こゆずるが,産出化石として

は,土佐清水市名鹿の石灰岩レンズから,ポー トラン

デアの報告 (甲藤,1961)がある。 また同石灰岩レン

ズから, 最近甲藤ら (1979)|ま , 天草炭田の白岳砂

相当層 (田 代 。大塚, 1978)の ヌンムリテス石灰岩

中に産するディスコシクリナ (始新世中期)と 同種の

有孔虫を報告している。また,久ネLノ 川のツリテラ様
巻員も本層の北半部中の砂・泥岩互層中の石灰岩レン

ズ中にみられる.

Ⅵ 他地域の四万十帯古第二系との比較
九州の四万十帯南帯からの古第二系員化石の報告は

熊本県人吉市西方の西瀬橋付近から転石として得られ

た Asι s′αヵ″″ιαsοα″α(NAGAO)(TAMURA, 1963)
や, 人吉南方 西原村の yoι″′α (。 r Pο″′ια″″ブ

`2)

sp.,Lι″″ο′″α sp, E″ s´ガ′・αイSp.の 報告 (田村
・ 原田, 1991).鹿児島県開聞岳北麓からの Lノ″′

`ι

α″αル s`″sJs YoKOYAMAの 報告 (門田. 1960)
がある. 4ειsιαたα77π sοα″α,LJ′ 2″ α′,″ル S′″Sプs

は,天草炭田の始新世を模式としている。また,西原

村産の y。″グα (。 r Pο″ι′α″ググα)sp.は ,殻頂から
のびる稜角が強く,表面に同心 P]状のしわがみとめら
れる点, 奈半利川層産の Pο″ι′α″″グα ″α力α′′′″sノs

KATTO et TASHIROに 近似する. 平田層, 奈・ :

川層,来栖野層,竜ケ迫層付近に対比されるとt'‐
る.

紀州の四万十帯南帯では,牟婁層群の貝化石の三 ,

がある (MATSUMOTO, 1965, 水野, 1973).■ F

世後期から中新世の ファウナと されている.おそ
く,菜生層群に対比されるものであろう。静岡ll_

万十帯瀬戸川層群産の貝化石については, IwAS‐

and ONO(1977)の記載や水野 (1956)に よこ≒‐

がある.IwASAKI and ONOは ,瀬戸川層群の
~

ウナは帽内型ファウナに近似するとしているが、そ

地質時代については言及していない。この記11き・ ―

フ ァウナより上位の瀬戸川層群の員化石につt■

MATSUMOTO(1971)に よ る記 J或 も あ る。 い ず・ 1

中新世～鮮新世の員化石である.おそらく四十‐■ .
か,三 1崎層に相当するものであろう.

Ⅷ ま と め

1.四国高知県下の四万十帯北帯の二枚貝化イf`
ネォコミアン～マス トリヒシアンを示す白亜系の■|

代の種が認められる.特に,北帯の最北部の堂ケ・ ■
層と,最南部の有岡層には,浅海性の種を多産す三

堂ケ奈路層中には汽水性ファウナも確認される.T
に位置する半山層,須崎層,上組層,野 々川層.=:
層は広義のタービダイト堆積物であり,員化石の=
は極めて少なく,産出するものは,須崎市樽の須 .:‐

や香我美町上組の上組層をのぞき,ア ンモナイト.r
たはイノセラムスの公海性の強いものが主であそ.

2.四万十帯北帯は,下部白亜系～中部白]i系そ
とする北半部と,上部白亜系を主とする南半部に:,
できる。前者には,堂ケ奈路層,半山層,須崎 |■ .

組層があり,後者には下津丼層,野 々川層,中「:=

有岡層があり,両者の境界は,安和,横波メラン,.
によって境される.

3.白 亜系の各層は,半山層,須崎層をのぞけ,ご

般に北方上位の構造を示しており,古第二系の各■ 1

ついても同様なことが予測できる。

4.メ ランジェは,各地層の境界付近に出現し.

般に大型化石に乏しい。 現在までには, 横波メ
ニ

ジェ帯から得られた 2個体の イノセラムスが矢:′ ~

る.

5,東部地域の四万十帯には,有岡層や平田層 11

当する浅海性ファウナは存在しないようである。
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高知県の四万十帯の二枚員化石とその生層位

6.四万十帯における微化石による層序区分は,ま
だ進行中の段階であるが,現在までの結果では,大型
′

`石

産地との時代的な矛盾はない.
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Sοε. Jα ά″, ″・ S・ , 62, 242-250, pls. 29-
30.

NAKAZAヽVA, K., KuMoN,F. and KIMuRA, Iこ
1979 : Occurrence of Cretaceous shallo、 set

bivalves from the Northcrn border of Sh
manto Terrain,  Kii Pcninsula,  South、 esi

Japan. 7'″ α″s. P′οr. P`7′αιο″ι. Sοε. Jα′̀″
:‐

″。 s, 113, 15--29.

中野光雄, 1964:宇 和島地方の 白亜系, 広大地字 :

報.14,77-87.
野田雅之, 1980:四 国西南部の いわゆる

《
中筋え
｀

帯"お よびその近隣より産出するイノセラムスと
=

の化7T層序学的意義 (本論集中).

NoDA, M., 1974:A new spccies of f770ι ′′・
`:″“

`

from the Shimantogawa Group Of Sout・
Shikoku. 7'′α″s. P′0`  Rα ′

`z′
ο″r  Sο

`.  

・
_

′̀
ι

″,″  S・ 93, 240--248,  pl. 34.

岡卜」 真, 1980:高知県 。四万十帯の放散虫
論集中).

大塚雅勇、 1976:新生代二枚員の 分類学的・生書
的研究―ワタゾコツキガイ科―.科学教育研究■:

究報告、熊木.

岡 I11尚 武・岡村 真, 1980:室 戸半島層群からた .
された石灰質ナンノ化石 (本論集中).

東明省三, 1958:徳 島県の 四万十帯より産出した

7T.地質雑.64,95-96.
平 朝彦・甲藤次郎・田代正之・岡村 真,1980::
知県四万「 君Iの地質とその起源 (本論集中).

高柳洋吉, 1980:高 知県・四万十帯 からの浮遊■ '

孔虫 (本論集中).

TAMURA, M., 1963: On thc fossil of Lル た_
(■ειs′`2)cfr.K′ `′

′′αSOα″α NAGAO from thこ
Hitoyoshi Basin,Kyushu.ハ イ′″ι.Fαε.Eみ

`、

K``″′″″ιο′Oυ″′υ. 11, 41-44.
III付  実・原田正史, 1971:九 州 四万十累帯 から
化石,熊人教育紀要,第 19号 ,44-48頁 , l pl.

1月 中啓策, 1980:伊 予鹿島及び 宿毛地域の地質, テ_
域地質研報・ 5万分の 1図幅 .

lll部一成, 1972:宇和島地方の 白亜紀層.地質ト
78, 177-190.

IJ代正之 。人塚雅勇, 1978:熊本県・天草下島 の 1

Jli系 と占第二系の境界付近の層位学的研究。高矢:

学街研報 27,H3-134, 2 pls.
―――――・岡田尚武・ r`朝彦・大塚雅勇,1979:
草 ド島古第二系基底層から始新世中期の石灰質ナ´

ノ化7fの発見,地質雑・86, 2,139-141.

一一――・香西 武・甲藤次郎, 1980:高知県・
栃付近の上部白亜系 (外和泉層群)の層位学的研 I
(本論集中).

――――・――――・岡村 真・甲藤次郎, 1980:
高知県のいわゆる物部川層群の層位学的研究 (本 =

¨

Ｃ

●
１



高知県の四万十帯の一枚員化石とその生層位

集中)。

寺岡易司。小畠郁生。水野岩根,1980:四国西部近永
地域の四万十累層群―とくに宮古・ギリヤーク西統
について,地調月報 31,307-316, 2 pls.
YACI,S., 1899:土 佐国幡多郡化石及其産地地質雑
6巻,71号 .
江原真伍, 1921A:宇和島及土佐国中村方面の自亜
層,地質雑,28巻,328号 .
~~~~,1921B:土佐幡多郡西ケ方の鳥巣石灰岩,
地質雑。28,336.

」
綽
鏃
直
ら
　
朗

”耐
一
　
体

yご
,rn‐

,″ .

29-

i〕也哺簿
、とそ

親

′たfL

):高

ヒ性有

L′″

the

″
“
α

らヽの

pl.

ち 地

):天

暑ナン

ミ。大

'研

究

80 :

(本論

，
　

自

大

雑

　

の
知

」́



EfTEZ

The Bivalve fossils from the Shimanto Belt of Kochi Prefecture

and their biostratigraphic implications

Masayuki TASHIRo

Department of Geology, Faculty of Science, Kochi University

Abstract

The Cretaceous and Paleogene systems are widely distributed in the Shimanto belt d
Kochi Prefecture. The Cretaceous'system is divided into 8 formations by recent studlr
(Terna et al, 1980).

The Doganaro Formation is generally characterized by the occurrence of the Neocomier
to Aptian shallow marine molluskan fauna except that the iUpper Neocomian brackil
fauna is known in its lowest part, The Hayama Formation is determined to the Albier
in age, Judging from the occurrence of several ammonite fossils (MetsuMoro et al, l95t;
MATsuMoro and HInera, 1970). The Cenomanian ammonites and inocerami occur fro
the Susaki Formation and many Cenomanian radiolarian assemblages are also knovr
The Uwagumi Formation is determined to the Turonian to Coniacian in age, by th
occurrence of many inocerami and other bivalves. Turonian type foraminiferas are ab
known from the formation. The molluskan fossils are very rare from the Shimotsui F6r-
mation except for single inoceramid specimen of 1. cf. uwajimensis, The radiolarier
fossils of the Coniacian to Campanian commonly occur from the Shimotsui Formatic.
The Nonokawa Formation is possibly:-determined to the Coniacian to Campanian in a3c.
judging from the occurrence of an ammonite, several inocerami and some radiolaril
fossils, The Nakamura Formation is -also determinable to the Coniacian to Campanir
in age by the occurrence of an ammonite and many radiolarian fossils. The bivair
fossils are, however, not known from the formation. The Arioka Formation is charr-
cterized by many molluskan fossils, ammonite, inocerami and other bivalves indicatil
the Maastrichtian in age.

It is difficult to assign the detailed geologic age of the Paleogene formations becau-
useful molluskan fossils are very rare in the occurrence. The bivalve fossils from tL
Naharigawa Formation suggest the Middle Eocene, judging from the fossil correlatL
with the Middle Eocene formations of Kyushu and California. The Hirata, Tatsugaseb
and Narashi Formations are chracterized by the occurrence of Venericardia sp. afr. 7-
mandaika, and other several marine bivalve fossils indicating probably the Eocene a
Oligocene. The Tanokuchi, Shimizu, Kurushunq Hiromi. Oyamamisaki, Turo and Murstl
Formations are very Poor in the occurrence of molluskan fossils. They are considcrd
from the Eocene to Miocene in age by the occurrence of radiolaria, calcareous nanD
fossils and foraminifera.
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Explanation of Plate 37

(白亜系)

上組層産イノセラムス化石 (青木隆弘氏採集)

1. Lο
“
″″zs oの″。j`ιめ af.SZら力″りπたαs″滋″s″πs(SEIIZ),右殻, ×1.2.

2.二 (M.)af.多ノ″グルS″ ″οJ″ιS(MANTEL二 ),右殻, Xl,
3. ム 04)ar.2ガ ぁ ′′′s“ヅ″οグルS(MANTELL),右殻, × 1.
4. ム エ _)ar. ′αらゴα

`″

s(ScHLOTHEIM), ラ首殻, Xl.
5。  二 α .)af.Zαら滋′″s6cHLOTHEIM), 右殻, Xl.
6. I. α )Sp. 右殻, Xl.
7.ム C)ar.″

“"sぉ
(藪5SE),右殻, Xl.

8. 二 α .)ar. ″αらぁι″s scHLOTHEIM), 右殻, × 1.
9. 二 (M)aIFo s″らみ′

“
ッ22た″S SZらみ′″ッπた

“
s(SEITZ),有殻, Xl.

10. ム (M.)af.″y″ο″′sπノあ ″′S(M医NTELL)右殻, × 1.

11. ム (M)aro s″らλ′り πたαs s″らん
`″
ッ″Jο
“
s(SEITZ), ラ苗殻, Xl.

12. I. ユ 、)aIF. s%みたあり″″″s磁らみ″りπた″s(SEITZ), 左殻, × 1.

13.ム (1イ.)Sp.× 3,左殻, × 1.

14. ム (M.)ar. Jαらぁれs(ScHLOTHEIM), 左殻, Xl.

15。  二 (M.)′αらあれS(SCHLoTHEIM),左殻, × 1.

※ 上記および Plate ②の 1～ H,13のイノセラムスは全て,香我美町上組の道
路端のカッチングで採集されたものである。イノセラムスの名称は,外型上の

特徴から仮称したもQであり, これらの古生物学的研究は,さ らに多量の標本

を加え;現在,大分の野田雅之博士,高知大 。青木隆弘氏らと共に実施中であ
る。
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Explanation of Plote 3E

(自亜朔9      ´

上組層産イノセラムス化石 (1～13,青木隆弘氏採集,14-16甲藤次郎博士採集)
1. L"″ π

“
s(″ワ″ο:′ιめ ば .′αら滋″Zs 6cHLOTHEIM),左殻, Xl.

2.)二 o4)ar.協 昴げりたた″ss″ιλ
“
りπた″s6EITZ),右殻, ×2.

3.ム 04)ar.躍 らλ″りπたαs sめλ
“
り″″%s6EITZ),右殻, X2.

4. ム エ 、)ar. s″らλ
`π
ッ″た″s認らん′πッ″た″s(SEITZ), ラ首殻, ×2.

5.■ sp.aIF。 二 ′α″s(NEANTELL),左 殻, Xl.          _
6。  同上・石膏標本 .
7. ■ sp。 ボ .二 Jα′%s cMANTELL),左 殻, Xl.2
8。  二 sp. ar. 二 Jα′zs cMANTELL), 2生殻, Xl.
9. 二 spo af.ム (ル1)s“らルィン電屁移s szらλ″ヮ″Jο

“
s(SEITZ), 左殻, Xl.

10. 二 α .)ar. s“らみ′り πた″ss″らλ′rayπた″s(SEITZ), 2生 殻, Xl.   .
11・  二 Sp. 左殻, Xl.
12 二 af.燃λあ

"stt NACAO and MATSUMOTO,左 説  Xl.(本標本は,PIate
①および Plate ②の 1～ H,13までの標本の産地とはややはなれた地点より採集
されたものである)

13。 二 sp.左訛 Xl.
14 ム ar.″ s″

"″
議 NACAO、et NIATSUMOTO,左殻, Xl.

15。  二 ar, ′ωλぁ′πsお NACAO et MATSUMOTO, 2生殻, Xl.
16。  二 sp.ar.ム た″κl"r老′α NAGAO et NIATSUMOTO,右 殻, Xl.

14L16の産地の詳細は不明,甲藤教授によると,12の産地と同一産地と思われる。

※ 本論文脱稿後,青木隆弘氏は,12の産地近くより, 二 ar.ヵ。レ
`彰

″sお と思わ

れる標本を多数採集した・その詳細は,別に報告の予定である・
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Explanation of Plate 39

(白亜系)

1.助 αS″α Sp.左殻, ×1,手代岡産,(有岡層)(甲藤次郎博士採集)
2.乃 αs″α Sp.同標本右殻 .
3.Tッαs″α sp.右殻, ×1.産地同上 (甲藤次郎博士採集)
4.為
"ο

″″ゴ″α Cf.ル″π′πsお IcHIKAWA et MAEDA,右 殻, Xl.影 地産
(有岡層)(甲藤次郎博士採集)
5.P″″αりα Cf.″αttο′ICHIKAWA etヽル EヽDA,右殻, Xl.手 代岡産,
(有岡層),(甲藤次郎博士採集)
6. S、″ο″

“
お″

“
多滋sα″α々

“
彰″轟 TASHIRO et OTsuKA, 右殻, Xl.

江ノ村産,(有岡層),(甲藤次郎博士採集)
7. N“ο″αυお″ο″

`解

″%S απαた
“
ャπsお TASHIRO et OTsuKA,同 上左殻 .

8.N″ ο″αυお ノοπg2″ s″ απαた″ャπsお TASHIRO et OTsuKA, 左殻内型,
×1,国見産 (有岡層),(甲藤次郎博士採集)
9. Pα″απ%ssゴ″″ Ct.y″らα″″議 (YABE et NAGAO), 左殻, × 1. _L組産

(上組層)(青木隆弘氏採集)。
10.P″惚πz“ル″ sp. 左殻内型× 1, 宿毛市平野産 (有岡層),(甲藤次郎博士
採集)

11. Aσ ″α (TrZ″σαο″α)afF. yο sλ″αグTASHIRO et OTsuKA, 左殻, Xl.5. 高

石産 (有岡層),(溝 渕富弘氏採集)

※ 四万十帯白亜系の二枚員については,他に甲藤 。田代 (1979, 198の, 甲藤・
田代 。平・岡村 (1980)を参照されたい。
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ExplanatitDn Of Plate 40

(古第二系)

平田層産化石ベネリカーデア

1～ 14, I々π′rをαr′ια (lζ′″′′′σαの sp. af. ス (ス )π孝′ο″Jεα YoKOYAMA.

1,  4,  5,  6,  8,  9, 11, 13, 14¨ ¨̈ 左殻

2,  3,  7, 10, 12-1・ ス̈ヨ売史

15～ 18 1石θ″′rたα′′′α(lζθ″′r″α′?)sp.aIF.И  (ス ?)″α″′α″α YoKOYAMA
15,16,17……左殻

18・ ………………右殻

※注 15～ 18は, 1～ 14の種の幼型の可能性もある。また, 1～ 14は,外型は,
力″″を
“
ルα szられ″ο″をαに似ているが, 肋の数や成長した殻の腹縁近く

の肋は,力″″αrの特徴を持つ点で,ス (ス )れ″ο″″α に近い。産地は
いずれも宿毛市森
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Explanation of Plate 41

(古第二系)

Ve″′″′σαだια no sp.

1.左殻, ×1.大月町栄喜産 (竜ケ迫層),(甲藤次郎博士採集)
2.右殻「 ×1.″ (″ ),( ″  )
3.左殻,Xl.″ (″ ),( ″  )
4.左殻, ×1.  ″   ( ″ ),(渡 辺 聰氏採集)
5.左殻,× 1.  ″   ( ″ ),(   ″   )
6.左殻,× 1.  ″   ( ″ ),(   ″   )
7.右殻,× 1.5,″ (″ ),( ″  )
8.右殻, ×1.室戸市四十寺山産 (室戸層)(青木隆弘氏採集)
9。 同標本左殻 .

10.同標本背面部.
H.左 殻, Xl.    ″    ( ″ )(田 代正之採集)

Aσ〃α 01ε″α)Cf. Sあ′π9ッαπαJ OYAMA et MIZuNO.

12.左殻, ×1.大月町栄喜産 (竜ケ迫層),(渡辺 聰氏採集)
13.  右殻, Xl.    ″     (  ″  ), (     ″     )
14. えF;投, Xl.    ″     (  ″  ), (    ″    )

Aσ″α (Tr″″ασ″α)accぉα (CONRAD)
15.左殻, ×2.安芸郡崎山産 (奈半利川層),(甲藤次郎博士準集)

Pοだ′απ′グα (S.S.)″ αあα′″″sお KATTO et TASHIRO.

16.右殻, Xl.安 芸郡崎山産 (奈半利川層),(甲藤次郎博士採集)

y。′′滋 (s.s.)aIF. ′α″′αら〃おYoKOYAMA.
17.左殻, Xl,大月町栄喜産,竜ケ迫層,(渡辺 聰氏採集)

N″σ″′α (Lα″ノ′J″ %ι%″α)Cf. λル′″′πsびS NAGA0

18.右殻, ×2,室戸市西ノ川,(奈半利川層)(佐野佳三氏採集)

Pα″απαssゴ″″ あο″″ (OMoRI)

19.左殻内型, ×2.安芸郡崎山 (奈半利川層),(甲藤次郎博士採集)
20.右殻内型, ×2.同上,  ( 同 上 ),(甲 藤次郎博士採集)
L″ι″ο″α(?)Sp.
21. 右殻, × 1,大月町栄喜産,竜ケ迫層 (渡辺聰氏採集)

※ 四万十帯 古第二系二枚員化石については,他に KATTO and TASHIRO
(1980)を参照されたい。
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Plate 41
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